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平成２５年度 鳥取沿岸の砂浜海岸復元・港内堆砂抑制に向けた 
新技術・新工法の評価・分析に関する共同研究 研究報告書概要 

 

１．サンドポンプによるサンドリサイクルシステムに関連する最新技術・工法に関す

る国内外の情報収集と，その技術・工法に係る整理 

 

（１）サンドシフタ―による簡易型サンドリサイクルシステム視察及び資料収集 

視察期間：平成 25 年 4月 12 日～14 日 

視察場所：オーストラリア東海岸 Noosa Main Beach, Mooloolaba Beach 

NoosaBeach で実施されているサンドシフタ―（サンドポンプ）を用いたサンドリサイ

クルシステムは比較的コンパクトである．このシステムは鳥取県内におけるサンドリサ

イクルに適した手法であり，今後このシステムを参考として鳥取県独自のサンドリサイ

クルの技術・工法を検討する． 

 （２）固定桟橋式 サンドバイパスシステム視察及び資料収集 

  視察期日：平成 26年 3 月 5日 

視察場所：静岡県磐田市の福田漁港 

福田漁港では，オーストラリア Gold Coast で使用されているシステムが導入され，本

年度から試運転がスタートする．今後，静岡県サンドバイパスシステム管理者と情報交

換しながら，問題点を抽出しシステム開発の参考とする． 

  

 

２．鳥取県の地域特性に適合したサンドポンプの市場性調査とポンプの稼働能力の推

測、堆砂・侵食抑制の効果についての分析・評価 

 

昨年度は，リサイクル事業の実施状況を調査し，有望と思われる技術を選定し，今年度は選定

された技術を用いて「簡易な移動装置によるサンドバイパス試験」を実施し，ポンプの稼働能力

の分析・評価を行った．  

 実施場所： 岩美町陸上 陸上海岸 

実施期間： 6 月 12 日～13 日（第Ⅰ期，現場準備工） 

6 月 14 日～6 月 28 日（第Ⅱ期 試運転），7 月 1 日～3 日（第Ⅲ期 圧送試験） 

実施状況と結果： 表層部に砂が堆積しており，これらの砂の移送は順調に進んだ．しかし，

掘り進むうちに礫層が出現し，礫層は粒径が大きく，吸引移送には困難をきたした．試験場所を

移動して再度，試験を実施しポンプの移送性能を測定した．試運転において５回の計測の後，下

記のとおり測定結果を得た． 

 砂濃度：2.9～9.8%，最大排砂水量：Vhs=317m3/h，最大排砂量：Vs=31m3/ｈ． 

 当初の目標値は，それぞれ Vhs=140m3/h，Vs=21m3/h（砂濃度 15.0%）であった．なお，第Ⅲ

期の圧送試験のおいては，13％の砂濃度が確認された． 

試験運転，圧送試験による砂濃度は目標値 15％より低いが，１時間当たりの排砂量は目標値を

上回っており，実験結果は，これらの目標値を達成していると思われる． 
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上記の実験結果は，新しいサンドリサイクル技術として実用化が十分可能であることを示唆し

ている．鳥取県における砂の状況が，すでに実用化が進んでいる地域とは異なり，瓦礫を多く含

むので，これらの瓦礫の扱い方を工夫した技術も検討する必要があるが，これについては，実際

に進めていく上で対策可能な項目であろうと思われる． 

 

３．鳥取県の沿岸域の地形特性を考慮した風況シミュレーションと風力発電の実施可

能性評価 （気象モデル WRF を用いた鳥取沿岸での風況評価） 

 

WRF と呼ばれる気象シミュレーションモデルを用いて鳥取沿岸域の風況計算を行った． 

対象領域 ：図-1 に示す範囲における風況計算結果を出力 

対象期間 ：2011 年 01 月 01 日 06:00 07 月 03 日 18:00 まで 

・陸域の沿岸付近でなおかつ海面から 70m 以上では，

鳥取市千代川 湖山池周辺の鳥取県東部，北栄町付

近の中央部および米子・境港市の西部において，平

均風速が 7m~9m/s 程度で有意な風況であるが、そ

れ以外の地域は地形の影響が強く風速が弱い。陸域

では有意な地域は限定される。 
・沿岸付近（陸域から 800m～1500m の範囲）における海面上 60m~140m 高さの全期間

平均風速は 9~10m/s である．この結果は，通常の洋上風力発電（海面上 60m 程度の

高さにおける年平均風速が 7m/s 以上の基準）を満たす． 

  一方，高度 5m～10m では，約 7m/s の全期間平均風速が計算された．この結果は，後

述する小型鉛直軸風車による風力発電に対して有意な値である． 

・前述した沿岸域よりさらに沖合の領域では海面上高度が高いほど全期間平均風速が増加

し，海面上 60m~140m の全期間平均風速は 10~12m/s である． 
 

鳥取全域における周年の風況予測結果は、風力発電の実施可能性評価の根拠資料となるこ

と、また風況予測結果を 3 次元海浜変形予測モデルに導入することによって、サンドリサイ

クルによる海浜変形効果検証の精度向上が期待される。 

 

 

４．鳥取沿岸の波浪並びに漂砂特性から見た

効率的なサンドリサイクル手法の分

析・評価及び適用条件の設定・検証 

 

本項目での目的は，サンドリサイクルの適切な

手法（実施時期，土砂投入量や位置，効果検証方

法など）の確立を目指したもので，そのツールと

してのシミュレーションモデルを構築すること

を目的としている．鳥取沿岸の漂砂特性から見た

効率的なサンドリサイクルの手法を設定しその効果を検証するためには，まず，対象とする

  初期地形および波浪条件

①波浪場の計算

②海浜流場の計算

③漂砂量の計算

④地形変化の計算

最終地形

繰り返し計算

地形データ更新

図-2 シミュレ―ションモデルのフロー 

図-1 風況計算出力領域 
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地域の漂砂・海浜変形特性を把握しておくことが必要である．また，適切なサンドリサイク

ルを実施するためには，コンピューターシミュレーションによって様々なパターンの検証が

必要とされる．  

本年度は，前年度に構築したサンドリサイクル３次元海浜変形シミュレーションモデル（図

-2）の高精度化を図るため，漂砂・海浜変形の外力となる波浪場(図-2①)と海浜流場（図-2②）

の計算精度検証を模型実験結果と現地調査結果を用いて行った．また，海浜変形計算を行う

ための波浪条件として，現地波浪の統計的特性にもとづいて，有義波高の時系列データを与

える方法を検討した． 

（１）シミュレーションモデルの検証 

対象地域：海岸侵食と港口部の堆砂が問題となっている岩美海岸（浦富地区）を対象 

特に，人工リーフ周辺の波と流れについて 

検証方法：模型実験および現地観測結果との比較によりモデルに含まれるパラメータの設

定方法の検討． 

（２）日本海沿岸における波候の統計的特性とシミュレーション（有義波高の時系列データ

を与える方法） 

現地波浪の統計的特性にもとづいて，スペク

トル法を用いた有義波高 Hs の時系列データ(図

-3：イメージ図）を与えるシミュレーションの

方法を示した．図-3 のような有義波高の時系列

データは，海浜変形予測シミュレーションを実

施する際に対象領域での波浪の設定に適用され

る． 

 

数値シミュレーションモデルの構築と高精度化はまだ開発途上にあるが，将来，本ミュレ

ーションモデルを用いて，サンドリサイクルを効率良く実施するための手法が設定可能とな

ることが期待される．ただし，数値シミュレーションモデルの特性として，必ず各現場に対

応したパラメータの設定が必要となるが，ある程度パラメータの設定方法は，本年度の検証

結果を参考に容易となる．また，対象領域の波浪条件を適切に与えることで，より精度の高

い海浜変形シミュレーションが可能となる．  

今後，鳥取県内におけるサンドリサイクルの計画から実施まで，実施後の評価などに，開

発した 3 次元海浜変形予測シミュレーションモデルは有効なツールとなり，サンドリサイク

ル事業だけでなく，様々な海岸侵食対策や，航路堆砂問題を解決する有益なものとなる． 

 

 

５．その他，必要事項 

 

 本年度は，サンドリサイクル等への小型風力発電の応用に関する研究を行った． 

小型垂直軸風車のアルミ円形翼バタフライ風車(ACBBWT)のサンドリサイクル等への応用可

能性を明らかにするために，試作機(直径 2m)の３次元流体シミュレーション（CFD：数値流

体力学)を行って，実証実験および風車特性予測の信頼性を向上した。さらにロータ直径 7.5m

図-3 冬季における有義波高の時系列のイメージ 
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を想定し，鳥取県沿岸域の風況シミュレーション結果を利用して、3kW と 6kW の２つのシス

テムに関する年間発電量とサンドポンプの稼働時間を予想した．その結果、3kW を 2 台用い

ることで 6kW よりも多くの発電量が得られることを示した．また、この場合，37kW のサンド

ポンプの稼働時間は年間約 270 時間が期待されることが示された． 

  

以上 ACBBWT のような小風力・小型風力発電システムを構築することで，比較的弱い風況で

あっても必要発電量が得られれば，簡易的なサンドリサイクルが期待される． 

本業務で検討した小型垂直軸型の風力のような小風力発電機の開発，さらに間欠的に発生

する風に対して蓄電する方法も考慮した電力供給システムの検討が必要であろうと考えられ

る． 
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